
～　跡見女子大・「観光経営人材育成講座」開講　～

インバウンド観光再開に備える

学長　笠原　清志
跡見学園女子大学

笠原　清志　教授
第３講座

塩月　亮子　教授
第２講座

篠原　靖　准教授
第１講座

初期投資なしでできるハラール対応 女性視点のダイバーシティ インバウンド再開対策の先進事例

　「
無
料
」で

月

日
か
ら
　

異
文
化
理
解
、ハ
ラ
ー
ル
等
学
ぶ

女
子
大
な
ら
で
は
の
視
点
導
入

跡
見
女
子
大
講
師
陣

３
部
制
、各
講
座
の
特
色

（８）第３１０６号 第３種郵便物認可 ２０２１年（令和３年）１２月６日（月曜日）

　
海
外
で
は
、
多
く
の
人
が

今
後
に
観
光
で
行
っ
て
み
た

い
国
と
し
て
日
本
を
上
げ
て

い
る
。
従
来
は
、
中
国
や
韓

国
、
台
湾
、
欧
米
諸
国
か
ら

の
来
訪
が
多
か
っ
た
が
、
今

後
は
外
国
人
ム
ス
リ
ム
観
光

客
が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。
彼
ら
の
宗
教
観
、
行

動
様
式
、
ハ
ラ
ー
ル
へ
の
対

応
に
つ
い
て
難
し
く
考
え
る

人
も
多
い
が
、
基
礎
的
な
知

識
や
対
処
方
法
を
知
れ
ば
対

応
可
能
な
部
分
も
多
く
、
大

き
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

と
も
な
り
得
る
。

　
第
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
観
・
行

動
様
式
・
ハ
ラ
ー
ル
」
を
テ

ー
マ
に
、
ハ
ラ
ー
ル
ビ
ジ
ネ

ス
と
ム
ス
リ
ム
消
費
者
の
食

選
択
に
つ
い
て
や
初
期
投
資

が
な
く
て
も
で
き
る
ハ
ラ
ー

ル
の
始
め
方
を
紹
介
す
る
。

現
状
の
ハ
ラ
ー
ル
フ
ー
ド
ビ

ジ
ネ
ス
や
認
証
制
度
、
消
費

行
動
を
学
ぶ
こ
と
が
固
定
概

念
を
取
り
払
う
こ
と
に
つ
な

が
る
。

　
第
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
ハ
ラ
ー
ル
対
応
と
輸
出
・

物
流
」
を
テ
ー
マ
に
、
外
国

人
ム
ス
リ
ム
観
光
客
へ
の
取

り
組
み
対
応
の
実
例
な
ど
を

学
ぶ
。
日
本
の
食
品
メ
ー
カ

ー
で
の
ハ
ラ
ー
ル
対
応
や
ハ

ラ
ー
ル
を
物
流
戦
略
の
一
つ

に
位
置
付
け
る
マ
レ
ー
シ
ア

で
の
例
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　
観
光
経
営
人
材
育
成
講
座

で
の
女
子
大
の
参
画
は
初
で

あ
り
、
女
性
視
点
を
多
く
取

り
入
れ
た
学
び
を
提
供
す

る
。
第
２
講
座
で
は
「
観
光

に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
」
に
つ
い
て
議
論
。
男
女

や
障
が
い
者
が
区
別
な
く
活

躍
で
き
る
組
織
へ
と
転
換
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、

人
材
活
用
の
推
進
事
例
や
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
考
え
方
を

覆
す
事
例
を
紹
介
す
る
。

　
第
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
・
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
、
女
性

や
障
が
い
者
が
生
き
生
き
と

働
く
ホ
テ
ル
で
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が

組
織
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ

い
て
、
先
進
事
例
を
踏
ま
え

て
議
論
す
る
。

　
第
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
位
相
と

異
文
化
理
解
」を
テ
ー
マ
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
か
ら
み
た

「
幸
せ
」の
形
の
多
様
性
や
、

異
文
化
理
解
に
よ
る
観
光
の

広
が
り
を
話
し
合
う
。日
本

で
は
固
定
概
念
で
男
女
が
夫

婦
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

世
界
で
は
異
な
る
ケ
ー
ス
も

み
ら
れ
る
。今
後
増
え
る
異

文
化
社
会
の
人
を
ど
う
迎
え

る
べ
き
か
考
え
る
必
要
が
あ

る
。自
文
化
の
自
明
性
を
問

い
直
し
、多
様
性
、異
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
る
。

　
第
１
講
座
で
は
、
国
の
観

光
戦
略
の
大
き
な
ス
ト
ー
リ

ー
の
中
で
、
未
来
に
向
け
た

経
営
戦
略
を
ど
う
進
め
て
い

く
べ
き
か
を
学
ぶ
。現
在
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
海
外
渡

航
が
停
止
状
態
に
あ
る
が
、

今
後
半
年
、
１
年
後
の
観
光

で
の
渡
航
再
開
を
見
据
え
た

準
備
を
ど
う
す
べ
き
か
を
提

言
し
、
受
講
生
の
悩
み
事
案

の
解
決
に
も
つ
な
げ
る
。

　
同
講
座
の
第
１
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
「
観
光
戦
略
か
ら
見

え
て
来
る
新
た
な
観
光
産
業

の
課
題
と
戦
略
」
を
テ
ー
マ

に
、
国
の
政
策
や
観
光
関
連

の
最
前
線
で
事
業
に
取
り
組

む
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
か
ら
提
言

を
い
た
だ
く
。
基
調
講
演
で

は
、
国
の
未
来
戦
略
に
つ
い

て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
産
官
学
の
代
表
者

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
環
境
の
中

で
ど
の
よ
う
な
環
境
整
備
が

必
要
か
な
ど
を
議
論
す
る
。

　
第
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
に
向

け
た
観
光
業
界
の
対
応
と
都

市
観
光
の
課
題
と
戦
略
」
を

テ
ー
マ
に
世
界
か
ら
選
ば
れ

る
観
光
地
を
目
指
す
に
は
何

が
必
要
か
を
、
先
進
事
例
を

見
な
が
ら
研
究
す
る
。
独
自

の
感
染
対
策
モ
デ
ル
や
都
市

観
光
の
在
り
方
、
受
け
入
れ

体
制
に
つ
い
て
な
ど
、
観
光

経
営
や
地
域
活
性
化
に
生
か

せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

笠
原
学
長
（
中
央
）
ら
跡
見

女
子
大
講
師
陣

校
舎
（
イ
メ
ー
ジ
）

　
―
―
今
回
開
講
す
る
観
光

経
営
人
材
育
成
講
座
に
つ
い

て
。

　
「
同
講
座
は
、
東
京
都
が

支
援
す
る
『
大
学
等
と
連
携

し
た
観
光
経
営
人
材
育
成
事

業
』
の
採
択
を
跡
見
女
子
大

が
受
託
し
て
行
う
も
の
。
東

京
都
と
跡
見
女
子
大
が
連
携

し
、
コ
ロ
ナ
後
の
新
た
な
旅

の
ス
タ
イ
ル
に
適
応
し
た
観

光
経
営
を
見
据
え
、
中
で
も

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
セ
カ

ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
で
き

る
人
材
育
成
を
目
指
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
お
よ

び
教
材
開
発
を
目
的
と
し
て

い
る
」

　
―
―
同
講
座
の
内
容
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
「
ウ
ィ
ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
期
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

再
訪
時
の
観
光
を
見
据
え
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い

る
。
多
様
な
宗
教
、
文
化
、

習
慣
に
対
応
で
き
る
能
力
を

備
え
、
今
後
の
観
光
産
業
活

性
化
へ
の
戦
略
を
考
え
ら
れ

る
観
光
経
営
人
材
を
育
成
す

る
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
て
い

る
。
同
講
座
は
、
今
年
か
ら

２
０
２
３
年
ま
で
の
３
年
間

開
講
す
る
予
定
で
、
今
年
度

の
講
座
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
の
復
活
に
向
け
た
戦
略

を
学
び
、
課
題
を
議
論
す
る

ほ
か
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
異
文

化
理
解
、
ハ
ラ
ー
ル
対
応
な

ど
、
ま
さ
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
が
再
開
し
た
際
に
観
光

客
か
ら
求
め
ら
れ
る
題
目
を

学
ぶ
」

　
―
―
跡
見
女
子
大
な
ら
で

は
の
特
色
な
ど
あ
れ
ば
。

　
「
同
講
座
を
都
内
の
多
く

の
大
学
が
開
講
し
て
き
た

が
、女
子
大
で
は
初
と
な
る
。

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

な
ど
の
科
目
を
多
く
設
け
る

跡
見
女
子
大
な
ら
で
は
の

『
女
性
と
し
て
の
』
『
女
性

に
対
し
て
の
』
視
点
を
取
り

入
れ
て
い
る
」

　
―
―
同
講
座
が
目
指
す
も

の
に
つ
い
て
。

　
「
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
期

で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開

後
、
外
国
か
ら
の
旅
行
者
を

ど
う
受
け
入
れ
る
か
の
戦
略

の
在
り
方
を
議
論
す
る
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
客
を
再
度

拡
大
す
る
に
は
ジ
ェ
ン
ダ

ー
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
ハ
ラ
ー
ル

な
ど
山
積
す
る
問
題
を
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同

講
座
で
は
こ
の
よ
う
な
世
界

で
新
し
く
生
ま
れ
て
い
る
問

題
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
立
場

か
ら
分
析
し
、
皆
さ
ん
と
議

論
し
な
が
ら
解
決
へ
と
導
い

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
単
な

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
越
え
て
、
理

論
的
、
体
系
的
に
理
解
で
き

る
能
力
を
備
え
た
人
材
の
育

成
を
行
い
観
光
関
連
事
業
者

の
経
営
力
向
上
を
図
る
ほ

か
、
観
光
産
業
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
」

　
―
―
観
光
教
育
の
現
状
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　
「
日
本
に
は
観
光
人
材
、

従
業
員
が
多
く
い
る
が
系
統

的
に
学
ぶ
場
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
。
昔
か
ら
見
る
と
現
在

は
画
期
的
に
見
え
る
が
、
人

材
教
育
に
は
ま
だ
時
間
と
お

金
を
か
け
て
な
い
よ
う
に
思

え
る
。
一
部
で
上
場
す
る
企

業
が
生
ま
れ
、
若
い
学
生
か

ら
は
人
気
と
な
っ
て
い
る
企

業
も
あ
る
が
、
一
方
で
教
育

さ
れ
た
人
材
不
足
や
長
時
間

勤
務
で
日
々
を
乗
り
越
え
る

企
業
が
あ
る
な
ど
、
『
ブ
ラ

ッ
ク
企
業
』
が
あ
る
業
界
と

も
言
わ
れ
る
。
今
後
は
、
観

光
業
界
自
体
が
こ
の
表
裏
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
メ
ー
カ
ー
な
ど

で
進
む
人
事
管
理
の
近
代
化

な
ど
、
す
ぐ
に
取
り
入
れ
ら

れ
る
も
の
も
あ
る
。
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
期
の
観
光
Ｖ
字
回

復
期
も
見
据
え
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」

　
―
―
最
後
に
、
跡
見
女
子

大
が
観
光
を
学
べ
る
学
部
と

し
て
設
け
て
い
る
「
観
光
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
」
に
つ
い

て
紹
介
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
『
観
光
』
『
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

社
会
学
、
文
化
人
類
学
、
観

光
学
、
経
営
、
都
市
計
画
な

ど
の
観
点
か
ら
、人
と
観
光
、

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い

て
学
べ
る
。
観
光
す
る
側
と

受
け
入
れ
る
側
、
観
光
の
光

と
影
、
日
常
生
活
と
観
光
。

災
害
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
子

ど
も
食
堂
、
子
育
て
と
マ
マ

友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
女
性
の

移
住
と
地
方
の
再
評
価
、
現

代
の
幸
福
感
。
自
分
の
周
囲

３
㍍
の
エ
リ
ア
か
ら
国
際
社

会
ま
で
、
『
私
』
と
社
会
の

相
互
連
関
性
を
意
識
し
な
が

ら
、
ど
う
生
き
た
い
か
、
何

を
し
た
い
か
、深
く
、広
く
、

一
緒
に
考
え
、
行
動
す
る
人

を
育
て
て
い
る
。
学
部
内
に

は
『
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科
』

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

学
科
』
を
設
け
て
い
る
」

　
跡
見
学
園
女
子
大
学
（
東
京
都
文
京
区
、
笠
原
清
志
学
長
、
跡

見
女
子
大
）
は

月

日
か
ら
、
観
光
産
業
の
人
材
育
成
と
基
礎

的
知
識
の
習
得
を
行
う
「
観
光
経
営
人
材
育
成
講
座
」
を
開
講
す

る
。
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
の
未
来
を
考
え
る
：
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
で
の
課
題
と
人
材
育
成
～
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

異
文
化
理
解
、ハ
ラ
ー
ル
対
応
」が
テ
ー
マ
で
、受
講
料
は
無
料
。

笠
原
学
長
に
講
座
開
講
の
意
義
や
目
指
す
も
の
を
聞
い
た
。


